
団体名：アジア太平洋トレードセンター株式会社　

所管局：経済戦略局　

○平成29年度の経営状況について　（金額の単位は百万円）

売上高 5,841（前年度比　   ＋44）

営業利益 1,588（前年度比　　 ▲25）

当期純利益 1,233（前年度比　▲1,066）

入居率 平成29年度末現在 全体87.6％（オフィス86.2％、商業92.3％）

（ 平成28年度末現在 全体85.6％（オフィス84.7％、商業89.0％））
※オフィスは公共部門を含む。商業はオズ・マーレの合計値で算出。

○平成29年度決算 ○平成30年度予算

（１）前年度決算比 （金額の単位は百万円） （金額の単位は百万円）

29年度決算28年度決算 増減 30年度予算29年度決算 増減

売上高 5,841 5,797 44 売上高 5,673 5,841 ▲168

営業費用 4,253 4,184 69 営業費用 4,375 4,253 122

営業利益 1,588 1,613 ▲25 営業利益 1,298 1,588 ▲290

税引前当期
純利益

1,443 1,481 ▲38
税引前当期
純利益

1,144 1,443 ▲299

法人税等 164 204 ▲40 法人税等 86 164 ▲78

法人税等
調整額

46 ▲1,022 1,068
法人税等
調整額

2 46 ▲44

当期純利益 1,233 2,299 ▲1,066 当期純利益 1,056 1,233 ▲177

（２）29年度予算比 （金額の単位は百万円）

29年度決算29年度予算 増減

売上高 5,841 5,613 228

営業費用 4,253 4,180 73

営業利益 1,588 1,432 156

税引前当期
純利益

1,443 1,268 175

法人税等 164 125 39

法人税等
調整額

46 19 27

当期純利益 1,233 1,122 111

増減説明

賃貸収入（＋34）、貸館収入（＋64）、
イベント売上（＋71）

修繕費（＋115）、水道光熱費（▲60）

【営業外収益】雑収入（▲127）
【特別損失】固定資産圧縮損（▲146）

【営業外収益】雑収入（▲32）
【特別損失】固定資産圧縮損（▲8）

業務委託費（＋69）、修繕費（＋142）、
減価償却費（＋28）
広告販促費（▲47）、水道光熱費（▲61）

業務委託費（＋93）※テナント成功報酬の増等、
修繕費（＋49）、イベント費用（▲15）、減価償却費
（＋51）、水道光熱費（▲53）、備品費（▲64）

概 況

増減説明 増減説明

賃貸収入（＋9）、駐車場収入（＋9）、
貸館収入（＋45）、イベント売上金（＋18）、
その他収入・売上高（▲48）

賃貸収入の増（＋53）※新規入居、
賃貸収入の減（▲105）※大型区画の減床、
駐車場収入（▲20）、イベント売上金（▲50）
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団体名： アジア太平洋トレードセンター株式会社 

所管局： 経済戦略局 

課  題 これまでの取組及び成果 今後の目標及び取組 

（課題） 

１．安定的な収益の確保と経営の自立化 

オフィス部門

 賃貸収入が特定のテナントに依拠

商業部門 

 来場者が見込める核店舗の不足

 経年劣化による施設価値の低下

ホール部門

 貸館営業による収益向上につながる

リピーターの獲得、ＭＩＣＥ案件の

誘致 

（これまでの取組内容） 

営業部門で目標営業利益の達成に取り組んだ。 

オフィス部門

仲介業者との関係を検討し情報網を拡げた 

・内覧会の実施による新規仲介業者の開拓

・関西以外の都市圏企業へのアプローチ

商業部門 

テナントへの改装提案や館内の美装化を強化した

・大型ショールームの誘致交渉

・業績好調テナントへの増床・リニューアル交渉

・顧客目線に立った館内美装化計画の立案

ホール部門

稼働率を高め貸館と自主催事の両立を目指した 

・貸館時間の延長交渉等による貸館利用料の増加

・ターゲットニーズに沿った自主催事の開催

・ＭＩＣＥ案件、貸会議室の誘致活動強化

（成果） 

＜営業利益＞ 

オフィス部門

平成29年度2,379百万円（計画 2,274百万円） 

・近隣工事用途等での一時使用等による新規企業の誘致

・既存通販事業テナント等の増床

商業部門 

平成29年度 412百万円（計画 380百万円） 

・大型ショールームの誘致

・ウミエール広場の眺望を活かした店舗増床リニューアルの

実施及び新店の誘致

ホール部門

平成29年度 370百万円（計画 293百万円） 

・「パナソニックＦＳＣショー」等の新規誘致 

・「たけでんＥＸＰＯ」等、利用実績がある顧客のリピート 

・ＭＩＣＥ、貸会議室パンフレットの制作

（今後の目標及び取組） 

優良顧客の安定化や新規企業の誘致など、経営の自立化を図るための目標収益を獲得する 

＜営業利益＞ 

オフィス部門 平成30年度 2,244百万円（中期計画2,292百万円） 

仲介業者とのネットワークを拡げつつ関係性を深めて新規テナント誘致に繋げる 

 年２回の仲介業者向け内覧会を実施し、新たなチャネルを活用したテナントの誘致

 大型区画誘致のための大手不動産仲介業者との連携による提案営業の強化

商業部門 平成30年度 413百万円（中期計画421百万円） 

美装化、既存店舗のリニューアル、新規店舗の誘致を進め商業施設の価値を高める 

 新規集客装置となるテナントの誘致

 ＡＴＣホールイベント（貸館・自主催事）等と連携した販売促進活動の実施

 ウミエール広場等の環境整備による商業エリアの活性化

ホール部門 平成30年度 371百万円（中期計画300百万円） 

貸館営業と自主催事によりホール稼働率を高めつつ、貸館営業を強化する 

 ホール利用時のトータルコーディネートによる顧客満足度の向上

 ＭＩＣＥパンフレット、貸会議室パンフレットの活用によるＭＩＣＥ案件等の

獲得活動

２．特定調停に基づく債務の返済及び返済等 

のための資金の確保 

 老朽化した建物・設備への投資額増加

空き区画への誘致活動と貸館営業に努め、返済の 

原資となる目標利益の獲得を目指した。 

＜資金残高＞ 

平成27年度 4,395百万円（計画 3,555百万円） 

平成28年度 4,579百万円（計画 4,417百万円） 

平成29年度 4,652百万円（計画 4,467百万円） 

施設維持のための設備投資を実施した上で目標資金残高を確保する 

＜資金残高＞ 平成30年度 4,542百万円（中期計画4,395百万円） 

 特定調停に基づく金融機関への借入金返済（1,101百万円）及び施設維持のための計画

的な設備投資（※）を実施した上で資金残高を確保

※ 中長期保全計画に基づくＦＣＵ（ファンコイルユニット）更新等への投資

３．集客数の増加 

 親子３世代ニーズへの対応

人気催事の定期開催及び話題性の高い自主企画 

催事の開催に取り組んだ。 

・【定期開催】トミカ博 

・【夏季催事】メガ恐竜展 

・【秋季催事】鋼の錬金術師展 

・【定期開催】咲洲こどもフェスタ 

・【定期開催】プラレール博 等 

＜集客数＞ 

平成27年度 665万人（計画 700万人） 

平成28年度 692万人（計画 670万人） 

平成29年度 718万人（計画 695万人） 

・４年に１度開催されるインテックス大阪「食博」からの

回遊促進（５万人）

・実績：トミカ博（13万人）、メガ恐竜展（16万人）、

プラレール博（10万人）等 

販促宣伝、親子３世代向けイベントの実施等により集客を増加させる 

＜来館者数＞ 平成30年度 705万人（中期計画 － ） 

 新規集客装置となるテナントの誘致

 市の広報媒体も活用したイベント等の積極的な情報発信

 あそびマーレ、めんたいパークの広報強化

 ホール催事等による賑わいの創出（からだのひみつ大冒険ＤＸ、プラレール博等）

 インテックス大阪からの誘客強化

４．出展者数の増加による公共部門の活性化 

 出展者・利用者ニーズへの対応

 潜在顧客への新規出展メリットの浸透

・出展者が満足する施設の運営

・展示場のリニューアル

・ＩｏＴ、ＲＴ（ロボットテクノロジー）の取り組み

等による展示場の活性化

＜出展者数＞ 

平成27年度 243社 

平成28年度 247社（計画 255社） 

平成29年度 262社（計画 261社） 

市の政策実現の場として活用されている公共部門において活性化策を充実させる 

＜出展者数＞ 平成30年度 267社（中期計画267社） 

輸入住宅促進センター（ＩＨＰＣ） 

 カタログオーダーやビジネスマッチング件数増につながる運営の強化

大阪デザイン振興プラザ（ＯＤＰ） 

 インキュベーション機能強化、支援対象領域の拡大、ニーズに合わせた区画小分割

エコプラザ

 ＳＤＧｓ研究会の創設、ＳＤＧｓに取り組む企業を対象に重点営業を実施

エイジレスセンター

 シニアライフフェア等の開催により認知度を高め来場者・出展者数増を図る
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団体名：アジア太平洋トレードセンター株式会社　
所管局：経済戦略局　

（単位：百万円）

対28比
①－②

対25比
①－③

計画額
④

増減
①－④

売上高 5,841 5,797 5,679 5,598 5,56144 280 5,532 309
営業原価 3,398 3,371 3,278 3,384 3,25727 141 3,315 83
売上総利益 2,442 2,425 2,401 2,213 2,30317 139 2,217 225
販売費及び一般管理費 854 812 797 730 68742 167 857 ▲ 3
営業利益 1,588 1,613 1,604 1,482 1,615 ▲25 ▲27 1,359 229
営業外収益 40 80 49 38 40 ▲40 0 20 20
受取利息 11 12 13 13 14 ▲ 1 ▲ 3 8 3
補助金収入 9 11 15 13 15 ▲ 2 ▲ 6 12 ▲ 3
雑収入 18 56 19 11 11 ▲38 7 - 18

営業外費用 184 199 213 220 372 ▲15 ▲188 185 ▲ 1
支払利息 184 195 206 217 368 ▲11 ▲184 184 0
雑損失 - 3 6 3 3 ▲ 3 ▲ 3 0 0

経常利益 1,443 1,493 1,439 1,301 1,284 ▲50 159 1,194 249
特別利益 - - - - - - - - -
特別損失 - 12 9 7 1 ▲12 ▲ 1 - -
固定資産除却損 - 4 7 7 1 ▲ 4 ▲ 1 - -

税引前当期純利益 1,443 1,481 1,430 1,293 1,282 ▲38 161 1,194 249
法人税、住民税及び事業税 164 204 0 4 4 ▲40 160 103 61
法人税等調整額 46 ▲1,022 0 5 - 1,068 46 - 46
当期純利益 1,233 2,299 1,431 1,283 1,277 ▲1,066 ▲44 1,090 143
※百万円未満端数切捨てのため、合計額が不一致の部分あり

平成29年度決算状況（損益計算書）

29決算
①

28決算
②

27決算 26決算
25決算
③

決算比 中期計画比

資料３



団体名：アジア太平洋トレードセンター株式会社　
所管局：経済戦略局　

（単位：百万円）

対28比
①－②

対25比
①－③

資産 29,035 28,480 26,883 26,197 25,974 555 3,061

流動資産（現金預金） 8,117 7,632 6,744 5,340 5,198 485 2,919

流動資産（その他） 240 254 510 1,181 953 ▲14 ▲713

固定資産（有形固定資産） 19,670 19,579 19,615 19,643 19,77191 ▲101

固定資産（その他） 1,006 1,013 12 31 51 ▲ 7 955

負債 42,514 43,192 43,895 44,640 45,700 ▲678 ▲3,186

流動負債 2,675 2,166 2,208 1,760 1,958 509 717

固定負債（長期借入金） 34,119 35,221 35,866 36,968 38,069 ▲1,102 ▲3,950

固定負債（その他） 5,719 5,804 5,819 5,911 5,672 ▲85 47

純資産 ▲ 13,479 ▲14,712 ▲17,011 ▲18,443 ▲19,726 1,233 6,247

資本金等 100 100 100 100 1000 0

利益剰余金 ▲ 13,579 ▲14,812 ▲17,111 ▲18,543 ▲19,826 1,233 6,247

※百万円未満端数切捨てのため、合計額が不一致の部分あり

平成29年度決算状況（貸借対照表）

29決算
①

28決算
②

27決算 26決算
25決算
③

決算比
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団体名：アジア太平洋トレードセンター株式会社　
所管局：経済戦略局　

（単位：百万円）

28決算
②

増減
①－②

計画
③

増減
①－③

計画
④

増減
①－④

収益的収入 5,877 4 5,552 329 7,022 ▲1,141
テナント敷金等 46 9 - 55 - 55
出資金 - - - - - -
その他 15 ▲ 2 17 ▲ 4 - 13
収益的支出 4,004 ▲89 3,837 78 5,496 ▲1,581
テナント敷金等 121 ▲66 - 55 - 55
借入金返済 1,101 0 1,101 0 1,102 ▲ 1

大阪市 - - - - - -
国関係 - - - - - -

有利子 277 0 277 0 277 0
無利子 - - - - - -

その他 824 0 824 0 825 ▲ 1
建設投資 528 201 671 58 87 642
その他投資 - - - - - -
その他 - - - - - -

未収金・未払金等増減額 - - - - - -
当年度収支差引 184 ▲111 ▲39 112 337 ▲264
前期資金残高 4,395 184 4,417 162 2,337 2,242
当期資金残高 4,579 73 4,377 275 2,674 1,978
※百万円未満端数切捨てのため、合計額が不一致の部分あり

収

入

5,881
55
-
13

平成29年度決算状況（資金収支表）

29決算
①

前年度決算比 中期計画比 特定調停計画比

支

出

3,915
55

1,101
-
-

日本政策投
資銀行

277
-

824

4,652

729
-
-
-
73

4,579
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団体名：アジア太平洋トレードセンター株式会社　
所管局：経済戦略局　

（単位：百万円）

29決算 28決算 27決算 29決算 28決算 27決算 29決算 28決算 27決算 29決算 28決算 27決算

売上高 3,001 3,000 3,024 856 877 845 1,044 1,076 1,074 938 843 735

営業原価 1,673 1,704 1,659 614 621 651 475 459 455 635 586 511

売上総利益 1,328 1,296 1,364 242 255 193 569 617 618 302 257 224

販売費及び一般管理費 206 219 258 190 197 168 300 270 269 156 125 101

営業利益 1,121 1,076 1,105 51 58 25 269 347 349 145 131 123

営業外収益 23 53 22 8 11 16 4 5 3 3 9 6

受取利息 6 7 9 2 2 2 1 1 1 0 0 0

補助金収入 5 7 10 2 2 2 1 1 1 0 0 0

雑収入 11 38 1 3 6 10 1 2 0 2 7 4

営業外費用 110 122 137 41 41 38 22 25 26 10 10 11

支払利息 110 120 135 41 39 34 22 24 25 10 10 10

雑損失 － 1 2 － 1 3 － 0 0 － 0 0

経常利益 1,035 1,008 990 18 28 3 250 327 327 139 129 118

特別利益 － － － － － － － － － － － －

特別損失 － 7 5 － 2 1 － 1 1 － 0 0

固定資産除却損 － 2 4 － 0 1 － 0 0 － 0 0

税引前当期純利益 1,035 1,000 984 18 25 2 250 325 326 139 129 118

法人税、住民税及び事業税 97 125 0 36 41 0 20 25 0 9 11 0

法人税等調整額 27 ▲630 0 10 ▲206 0 5 ▲129 0 2 ▲55 0

当期純利益 910 1,505 984 ▲28 191 2 224 429 326 127 173 118

※百万円未満端数切捨てのため、合計額が不一致の部分あり

平成29年度決算状況（部門別損益計算書）

オフィス部門 商業部門 公共部門 ホール部門
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団体名：アジア太平洋トレードセンター株式会社　

所管局：経済戦略局　

（単位：百万円） （単位：百万円）

29決算
②

増減
①－②

計画
③

増減
①－③

29決算
⑤

増減
④－⑤

計画
⑥

増減
④－⑥

計画
⑦

増減
④－

売上高 5,673 5,841 ▲168 5,600 73 収益的収入 5,881 ▲187 5,620 74 7,022▲ 1,328

売上原価 3,434 3,398 36 2,960 474テナント敷金等 55 1 - 30 - 30

売上総利益 2,238 2,442 ▲204 2,640 ▲402 出資金 - - - - - -

販売費及び一般管理費 940 854 86 1,278 ▲338 その他 13 1 17 ▲ 3 - 18

営業利益 1,298 1,588 ▲290 1,362 ▲64 収益的支出 3,915 56 3,847 124 5,485▲ 1,514

営業外収益 21 40 ▲19 20 1 テナント敷金等 55 112 - 36 - 36

受取利息 9 11 ▲ 2 8 1 借入金返済 1,101 0 1,101 0 1,102 ▲ 1

補助金収入 12 9 3 12 0 大阪市 - - - - - -

雑収入 - 18 ▲18 - - 国関係 - - - - - -

営業外費用 174 184 ▲10 174 0 有利子 277 0 277 0 277 0

支払利息 174 184 ▲10 174 0 無利子 - - - - - -

雑損失 0 - 0 0 0 その他 824 0 824 0 825 ▲ 1

経常利益 1,144 1,443 ▲299 1,207 ▲63 建設投資 729 ▲95 671 ▲37 87 547

特別利益 - - - - - その他投資 - - - - - -

特別損失 - - - - - その他 - - - - - -

固定資産除却損 - - - - - 未収金・未払金等増減額 - - - - - -

税引前当期純利益 1,144 1,443 ▲299 1,207 ▲63 当年度収支差引 73 ▲182 17 ▲126 357▲ 466

法人税、住民税及び事業税 86 164 ▲78 108 ▲22 前期資金残高 4,579 73 4,377 275 2,674 1,978

法人税等調整額 2 46 ▲44 - 2 当期資金残高 4,652 ▲110 4,395 147 3,032 1,510

当期純利益 1,056 1,233 ▲177 1,099 ▲43 ※百万円未満端数切捨てのため、合計額が不一致の部分あり

※百万円未満端数切捨てのため、合計額が不一致の部分あり

平成30年度予算状況

（損益計算書） （資金収支表）

30予算
①

前年度決算比 中期計画比
30予算
④

前年度決算比 中期計画比 特定調停計画比

収

入

5,694

56

-

14

支

出

3,971

167

1,101

-

-

日本政策
投資銀行

277

-

824

4,542

634

-

-

-

▲ 109

4,652
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団体名：アジア太平洋トレードセンター株式会社　
所管局：経済戦略局　

（単位：百万円）

30予算 29決算 増減 30予算 29決算 増減 30予算 29決算 増減 30予算 29決算 増減

売上高 2,834 3,001 ▲167 897 856 41 1,049 1,044 5 891 938 ▲47

営業原価 1,702 1,673 29 629 614 15 442 475 ▲33 659 635 24

売上総利益 1,131 1,328 ▲197 268 242 26 606 569 37 232 302 ▲70

販売費及び一般管理費 258 206 52 210 190 20 334 300 34 137 156 ▲19

営業利益 873 1,121 ▲248 57 51 6 272 269 3 94 145 ▲51

営業外収益 12 23 ▲11 4 8 ▲ 4 2 4 ▲ 2 1 3 ▲ 2

受取利息 5 6 ▲ 1 2 2 0 1 1 0 0 0 0

補助金収入 7 5 2 2 2 0 1 1 0 0 0 0

雑収入 － 11 ▲11 － 3 ▲ 3 － 1 ▲ 1 － 2 ▲ 2

営業外費用 103 110 ▲ 7 39 41 ▲ 2 21 22 ▲ 1 9 10 ▲ 1

支払利息 103 110 ▲ 7 39 41 ▲ 2 21 22 ▲ 1 9 10 ▲ 1

雑損失 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0

経常利益 782 1,035 ▲253 22 18 4 253 250 3 86 139 ▲53

特別利益 － － － － － － － － － － － －

特別損失 － － － － － － － － － － － －

固定資産除却損 － － － － － － － － － － － －

税引前当期純利益 782 1,035 ▲253 22 18 4 253 250 3 86 139 ▲53

法人税、住民税及び事業税 51 97 ▲46 19 36 ▲17 10 20 ▲10 4 9 ▲ 5

法人税等調整額 1 27 ▲26 0 10 ▲10 0 5 ▲ 5 0 2 ▲ 2

当期純利益 729 910 ▲181 2 ▲28 30 242 224 18 81 127 ▲46

※百万円未満端数切捨てのため、合計額が不一致の部分あり

平成30年度予算状況（部門別損益計算書）

オフィス部門 商業部門 公共部門 ホール部門
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